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はじめに 

今 回
こんかい

、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の制 定
せいてい

に向
む

けて、日本
にほん

自 閉 症
じへいしょう

協 会
きょうかい

の意見
いけん

を述
の

べる機会
きかい

を与
あた

えられましたことに謝意
しゃい

を表
あらわ

します。これまでも私
わたし

どもは、

自 閉 症
じへいしょう

の人 々
ひとびと

の社 会
しゃかい

参加
さんか

が極
きわ

めて困 難
こんなん

な状 況
じょうきょう

にあり、全 国 的
ぜんこくてき

に少
すこ

しでも

理解
りかい

と支援
しえん

が進
すす

むように、さまざまな努 力
どりょく

を重
かさ

ねて参
まい

りました。顧
かえり

みますと、

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の制 定
せいてい

において、日本
にほん

自 閉 症
じへいしょう

協 会
きょうかい

、日本
にほん

てんかん協 会
きょうかい

、日本
にほん

難 病
なんびょう

協 会
きょうかい

の運 動
うんどう

の結果
けっか

、その付帯
ふたい

事項
じこう

にてんかん、難 病
なんびょう

と共
とも

に、自 閉 症
じへいしょう

が

明記
めいき

され、初
はじ

めてその対 応
たいおう

を国
くに

の責 任
せきにん

で行
おこな

うことが明 確
めいかく

にされました。以来
いらい

社 会
しゃかい

福祉
ふくし

においては、自閉症児
じへいしょうじ

施設
しせつ

(第 一 種
だいいちしゅ

医 療 型
いりょうかた

、第二種
だいにしゅ

福祉型
ふくしがた

)が設置
せっち

さ

れましたが、その施策
しさく

は、今日
きょう

まで30年 間
ねんかん

に亘
わた

り改 善
かいぜん

されることはなく、それ故
ゆえ

か同施設
どうしせつ

の設置数
せっちすう

は、未
いま

だ全 国
ぜんこく

で医 療 型
いりょうかた

3箇所
かしょ

、福祉型
ふくしがた

3箇所
かしょ

に留
と

まっていま

す。その後
ご

、自 閉 症
じへいしょう

・発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー(現
うつつ

・発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー)が設置
せっち

され、そして平 成
へいせい

16年
ねん

には、本
ほん

協 会
きょうかい

を初
はじ

めとした関 係 者
かんけいしゃ

の総意
そうい

で、

他
ほか

の障 害
しょうがい

と共
とも

に運 動
うんどう

をした成果
せいか

として、発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

が成 立
せいりつ

したこ

とは記憶
きおく

に新
あたら

しいところです。併
あわ

せて近 年
きんねん

では、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の制 定
せいてい

に

伴
ともな

う福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の一元化
いちげんか

によって、却
かえ

って自閉症児者
じへいしょうじしゃ

の障 害
しょうがい

特 性
とくせい

の重 篤
じゅうとく

さが際立
きわだ

ち、その支援
しえん

の困 難 性
こんなんせい

が知
し

られるようになってきました。しかし

自 閉 症
じへいしょう

の障 害
しょうがい

分 類
ぶんるい

は、医 療
いりょう

モデル
も で る

としても発 生
はっせい

原 因
げんいん

の解 明
かいめい

は未
いま

だ

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

18 回
かい
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不 十 分
ふじゅうぶん

であり、脳
のう

の機能的
きのうてき

な障 害
しょうがい

の基
もと

づいていることは想 定
そうてい

されますが、

社 会
しゃかい

モデル
も で る

としても対 応
たいおう

方 法
ほうほう

に困 難
こんなん

が多
おお

いため、社 会
しゃかい

参加
さんか

、特
とく

に人 間
にんげん

関 係
かんけい

の形 成
けいせい

困 難
こんなん

により社 会 的
しゃかいてき

支援
しえん

の進 展
しんてん

が行
おこな

われにくい状 況
じょうきょう

にあります。 

今 回
こんかい

長 期
ちょうき

に亘
わた

る障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

制 定
せいてい

に向
む

けて、貴
き

部会
ぶかい

が丁 寧
ていねい

に

各 作 業
かくさぎょう

委員会
いいんかい

の活 動
かつどう

を行
おこな

いながら、多
おお

くの意見
いけん

を取
と

り入
い

れる努 力
どりょく

をされてい

ることに心
しん

から敬意
けいい

を表
ひょう

するものであります。この機会
きかい

に是非
ぜ ひ

とも私
わたし

ども、

自 閉 症
じへいしょう

という障 害
しょうがい

を抱
かか

えている当 人
とうにん

、並
なら

びに家族
かぞく

、支援者
しえんしゃ

等
とう

の要 望
ようぼう

をお聞
き

き取
と

りいただきたく、下記
か き

のような事項
じこう

を提 案
ていあん

いたします。 

 

1.自 閉 症
じへいしょう

の特 性
とくせい

を理解
りかい

した支援
しえん

システム
し す て む

の構 築
こうちく

 

 まず基本的
きほんてき

に、障 害
しょうがい

に関
かん

する理解
りかい

、特
とく

に障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

に関
かん

しては、新
あら

たに、

社 会
しゃかい

モデル
も で る

として障 害 者
しょうがいしゃ

が具体的
ぐたいてき

に遭
あ

遇
ぐう

する社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

を指摘
してき

されたこ

とについて全 面 的
ぜんめんてき

に同意
どうい

をいたします。ただ自閉症児者
じへいしょうじしゃ

に関
かか

わる理解
りかい

と支援
しえん

は、言葉
ことば

としての説 明
せつめい

は同
おな

じであっても内 容
ないよう

は大
おお

きく異
こと

なることが多
おお

いので

す。日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

の介護
かいご

や日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

などの日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に関
かか

わる支援
しえん

については、

今
いま

までの障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の方 法
ほうほう

では不 十 分
ふじゅうぶん

であり、常
つね

に個別的
こべつてき

に柔 軟
じゅうなん

な発 想
はっそう

で対 応
たいおう

することが求
もと

められていると思
おも

います。さらに骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

(7月
がつ

26日
にち

提 案 版
ていあんばん

)の P.7「【表 題
ひょうだい

】不服
ふふく

申 立
もうしたて

について」の【説 明
せつめい

】の中
なか

で、「本 人
ほんにん

がそ

の決 定
けってい

に不服
ふふく

がある場合
ばあい

は」と、不服
ふふく

申
もう

し立
た

てのできるのを本 人
ほんにん

のみに限 定
げんてい

し

ていますが、自 閉 症
じへいしょう

の人
ひと

は自己
じ こ

認知
にんち

ができにくく、また自己
じ こ

表 現
ひょうげん

も行
おこな

いにくい

特 性
とくせい

により、一 見
いっけん

生 活
せいかつ

行 動
こうどう

ができていて、会話
かいわ

らしいことが可能
かのう

と判 定
はんてい

さ

れても、実 質 的
じっしつてき

には十 分
じゅうぶん

認 識
にんしき

し合
あ

える状 況
じょうきょう

ではないことが多
おお

く、本 人
ほんにん

の

意向
いこう

が見 誤
みあやま

られて、結果的
けっかてき

に不利益
ふりえき

を蒙
こうむ

りやすいのです。従
したが

ってこれを「本 人
ほんにん

または適 切
てきせつ

な代理者
だいりしゃ

（後 見 人
こうけんにん

など）」という形
かたち

にしていただきたいと思
おも

います。 

 また地域
ちいき

生 活
せいかつ

においても、近 隣
きんりん

の人 々
ひとびと

と十 分
じゅうぶん

に理解
りかい

し合
あ

えない状 況
じょうきょう

に置
おき

かれやすく、本 人
ほんにん

のみならず、家族
かぞく

も地域
ちいき

社 会
しゃかい

の中
なか

で孤立
こりつ

しやすい状 況
じょうきょう

にあり

ます。本
ほん

協 会
きょうかい

が行
おこな

ってきているペアレントメンタ
ぺ あ れ ん と め ん た

ーという親
おや

同士
どうし

のサポート
さ ぽ ー と

な

どの家族間
かぞくかん

の交 流
こうりゅう

活 動
かつどう

が支援
しえん

されやすいような、具体的
ぐたいてき

な一 方
いっぽう

策
さく

を表 示
ひょうじ

し

ていただきたいと思
おも

っています。そこで、骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

(7月
がつ

26日
にち

修 正 版
しゅうせいばん

)P.10
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〜11の「【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について」の【結 論
けつろん

】

の中
なか

の「身近
みぢか

な地域
ちいき

での障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

(その家族
かぞく

を含
ふく

む)のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を目 的
もくてき

とするピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

」に、一 定
いってい

の研 修
けんしゅう

を受
う

けたペアレントメンタ
ぺ あ れ ん と め ん た

ーが位置付
い ち づ

けら

れるよう、その趣旨
しゅし

のことを盛
も

り込
こ

んでいただきたいと思
おも

います。 

 

2.自 閉 症
じへいしょう

スペクトラム
す ぺ く と ら む

障 害
しょうがい

の基本的
きほんてき

理解
りかい

 

骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

(7月
がつ

26日
にち

修 正 版
しゅうせいばん

)P.14の「【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と

役 割
やくわり

」の【結 論
けつろん

】に、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の基本
きほん

理念
りねん

として、「すべての人 間
にんげん

の

尊 厳
そんげん

を認
みと

め、いかなる状 況
じょうきょう

においても自己
じ こ

決 定
けってい

を尊 重
そんちょう

し」とありますが、自己
じ こ

決 定
けってい

したくとも出来
で き

にくい特 性
とくせい

を持
も

つ自閉症児者
じへいしょうじしゃ

としては、それを自己
じ こ

決 定
けってい

できない場合
ばあい

は、本 人
ほんにん

との深
ふか

い信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を持
も

つ身近
みぢか

な家族
かぞく

や支援者
しえんしゃ

による

代 弁
だいべん

あるいは補足
ほそく

を尊 重
そんちょう

すると言
い

う文 言
ぶんげん

を添
そ

えて欲
ほ

しいと思
おも

います。それは、

現 状
げんじょう

において本
ほん

協 会
きょうかい

関 係 者
かんけいしゃ

の自閉症児者
じへいしょうじしゃ

と家族
かぞく

や支援者
しえんしゃ

の間
あいだ

で、そのよう

な深
ふか

い信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を築
きず

いている事実
じじつ

があることに基
もと

づいて提 言
ていげん

するものです。 

さらに、同P.15の「【説 明
せつめい

】（３）相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の業 務
ぎょうむ

」として、多
おお

くの

障 害 者
しょうがいしゃ

を外 側
そとがわ

から理解
りかい

し、環 境
かんきょう

の調 整
ちょうせい

を進
すす

めていく支援
しえん

について記載
きさい

されて

いますが、本 人
ほんにん

の内 的
ないてき

な心理
しんり

理解
りかい

を基
もと

にした、生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な対 応
たいおう

を探 索
たんさく

・

考 究
こうきゅう

することを加
くわ

えて欲
ほ

しいと思
おも

います。従
したが

って「【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の研 修
けんしゅう

」においては、P.16の【結 論
けつろん

】の最後
さいご

に書
か

かれている「研 修
けんしゅう

の実施
じっし

にあ

たっては、当事者
とうじしゃ

が研 修
けんしゅう

企画
きかく

や講師
こうし

となって研 修
けんしゅう

を提
つつみ

供
きょう

する側
がわ

になること」

については、高機能
こうきのう

自 閉 症
じへいしょう

の人
ひと

のみではなく、可能
かのう

な限
かぎ

り当事者外
とうじしゃがい

の代 弁 性
だいべんせい

を重 視
じゅうし

した研 修
けんしゅう

企画
きかく

や講師
こうし

選 択
せんたく

を行
おこな

うことも書
か

き込
こ

んでいただきたいと思
おも

い

ます。 

自 閉 症
じへいしょう

及
およ

びその家族
かぞく

の状 況
じょうきょう

を見
み

る限
かぎ

りにおいて、同P.17〜18「【表 題
ひょうだい

】

第 三 者
だいさんしゃ

の訪 問
ほうもん

による権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

」の【説 明
せつめい

】の中
なか

で強 調
きょうちょう

されている入 院
にゅういん

・

入 所 者
にゅうしょしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

において記載
きさい

されているオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

については、

是非
ぜ ひ

とも実 現
じつげん

させていただきたいと思
おも

いますが、その方 法 論
ほうほうろん

が書
か

かれていませ

ん。このオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

を養 成
ようせい

・研 修
けんしゅう

する方 法
ほうほう

も具体的
ぐたいてき

に記載
きさい

していただき

たいと思
おも

います。 
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また同P.22の「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）における支援
しえん

体 系
たいけい

」図
ず

にある

「全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

で制 定
せいてい

される支援
しえん

」においては、自 閉 症
じへいしょう

の人
ひと

の生 活
せいかつ

の中
なか

で欠
けつ

か

すべからざる個別的
こべつてき

で文化的
ぶんかてき

な学 習
がくしゅう

支援
しえん

（教 育
きょういく

との関 係
かんけい

を持
も

つ）、及
およ

び

レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

支援
しえん

を明記
めいき

していただきたいと思
おも

います。これは後 段
こうだん

のデイ
で い

・

アクティビティセンタ
あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの内 容
ないよう

として含
ふく

まれているものと承 知
しょうち

していますが、

自 閉 症
じへいしょう

の人
ひと

にとっての日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

が徒
と

に就 労
しゅうろう

支援
しえん

のみに偏
かたよ

ることのないよう

にしていただきたいことから強 調
きょうちょう

するものです。 

さらに、同P.23以下
い か

の「就 労
しゅうろう

支援
しえん

について」は、現 在
げんざい

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

を組
く

み込
こ

ん

だ学 校
がっこう

教 育
きょういく

においても、また現 実 的
げんじつてき

に就
しゅう

労
ろう

したい意欲
いよく

を示
しめ

している成 人
せいじん

を

就 労
しゅうろう

支援
しえん

する仕組
し く

みも、さらに企 業
きぎょう

から離 職
りしょく

、転 職
てんしょく

を繰
く

り返
かえ

す人
ひと

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

にしても不 十 分
ふじゅうぶん

です。新
あら

たに自 閉 症
じへいしょう

という障 害
しょうがい

に合
あ

わせた就 労
しゅうろう

支援
しえん

の

システム
し す て む

を設 計
せっけい

していただきたいと考
かんが

えます。 

 

3.新
あら

たな居 住
きょじゅう

支援
しえん

の場
ば

と自 閉 症
じへいしょう

総 合
そうごう

援 助
えんじょ

センタ
せ ん た

ーの創 設
そうせつ

 

全 般
ぜんぱん

に亘
わた

って、現 在
げんざい

の社 会
しゃかい

福祉
ふくし

施策
しさく

は、相 談
そうだん

と介護
かいご

に大 別
たいべつ

されている

状 況
じょうきょう

でありますが、自 閉 症
じへいしょう

の特 性
とくせい

に関
かか

わる場合
ばあい

、その統 合
とうごう

が求
もと

められるの

で、相 談
そうだん

と介護
かいご

の両 方
りょうほう

を含
ふく

む「療 育
りょういく

」を身 体
しんたい

障 害
しょうがい

の療 育
りょういく

とは別
べつ

に、

「自 閉 症
じへいしょう

療 育
りょういく

」として付
つ

け加
くわ

えていただきたいと思
おも

います。 

現 在
げんざい

進 行
しんこう

している、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

へと進
すす

められている制度
せいど

移行
いこう

は、

多
おお

くの自 閉 症
じへいしょう

の人 々
ひとびと

にとっては性 急
せいきゅう

であり、自 閉 症
じへいしょう

本 人
ほんにん

のみならず、家族
かぞく

の疲弊
ひへい

も甚
はなは

だしい状 況
じょうきょう

にあります。このことは知的
ちてき

障 害
しょうがい

を伴
ともな

う自 閉 症
じへいしょう

のみな

らず、高機能
こうきのう

自 閉 症
じへいしょう

、アスペルガ
あ す ぺ る が

ー症 候 群
しょうこうぐん

においても同 様
どうよう

であるので、新
あら

た

にグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、ケアホーム
け あ ほ ー む

とは異
こと

なる居 住
きょじゅう

支援
しえん

の場
ば

の創 設
そうせつ

を提 案
ていあん

致
いた

しま

す。これは、ケアホーム
け あ ほ ー む

の不 十 分
ふじゅうぶん

な人 員
じんいん

配置
はいち

(単
たん

にケア
け あ

の人手
ひとで

という観 点
かんてん

だけ

でなく、支援
しえん

の専 門 性
せんもんせい

を担
たん

保
ほ

するために必 要
ひつよう

な研 修
けんしゅう

やスーパービジョン
す ー ぱ ー び じ ょ ん

を行
おこな

うための人 材
じんざい

確保
かくほ

ということも含
ふく

めて)を拡 充
かくじゅう

し、且
か

つ入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の問 題 性
もんだいせい

で

ある個人
こじん

生 活
せいかつ

(併
あわ

せて個別
こべつ

支援
しえん

)の困 難
こんなん

さを克
かつみ

服
ふく

するために、両 者
りょうしゃ

の「中 間
ちゅうかん

機能
きのう

」を併
あわ

せ持
も

った新
あら

たな居 住
きょじゅう

支援
しえん

の場
ば

が必 要
ひつよう

であると思
おも

われるからです。
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イメージ
い め ー じ

としては、定 員
ていいん

20人
にん

程度
ていど

の集 合
しゅうごう

住 宅
じゅうたく

(個室
こしつ

完備
かんび

)といった形
かたち

が望
のぞ

まれ

ると思
おも

います。 

さらに、自 閉 症
じへいしょう

総 合
そうごう

援 助
えんじょ

センタ
せ ん た

ーの創 設
そうせつ

を提 案
ていあん

します。具体的
ぐたいてき

には、

現 在
げんざい

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

入 所
にゅうしょ

更 生
こうせい

施設
しせつ

(または障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

)として設置
せっち

されてい

るものの中
なか

に、自 閉 症
じへいしょう

の人
ひと

が多
おお

く生 活
せいかつ

している入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

において自
みずか

ら

自 閉 症 者
じへいしょうしゃ

施設
しせつ

と名乗
な の

っている施設
しせつ

に、さまざまな支援
しえん

機能
きのう

を付加
ふ か

し、これらの

施設
しせつ

の機能
きのう

や人 材
じんざい

を活 用
かつよう

することで転 用
てんよう

が可能
かのう

だと思
おも

います。これにより、

強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

などの二次的
にじてき

障 害
しょうがい

によって、単 純
たんじゅん

に日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の支援
しえん

のみ

では対 応
たいおう

できない問 題
もんだい

を抱
かか

える人
ひと

に対
たい

して、安 心
あんしん

して生 活
せいかつ

できる居 住
きょじゅう

の場
ば

を提
つつみ

供
きょう

することが出来
で き

るだけでなく、先
さき

の新
あら

たな「中 間
ちゅうかん

機能
きのう

」を持
も

つ居 住
きょじゅう

支援
しえん

の場
ば

へのバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

を行
おこな

ったり、短期的
たんきてき

に「療 育
りょういく

」を行
おこな

うことで行 動
こうどう

改 善
かいぜん

に繋
つな

げたりといったことが行
おこな

え、自 閉 症
じへいしょう

の人
ひと

の地域
ちいき

支援
しえん

のための有 効
ゆうこう

な資源
しげん

ともなり得
う

ると考
かんが

えます。強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

の発 生
はっせい

要 因
よういん

は、本 人
ほんにん

のみに責
せき

を帰
き

するものではなく、周 囲
しゅうい

の環 境
かんきょう

（特
とく

に人 的
じんてき

環 境
かんきょう

）との相互
そうご

作用
さよう

によって生
しょう

じ

るものと考
かんが

えられています。そして、その対 応
たいおう

は理解
りかい

のある支援者
しえんしゃ

による

恒 常 的
こうじょうてき

な「療 育
りょういく

」的
てき

関
かか

わりと環 境
かんきょう

調 整
ちょうせい

が必 要
ひつよう

であり、生 涯
しょうがい

に亘
わた

って手
て

を

抜
ぬ

くことの出来
で き

ないものであります。従
したが

って、それらを保 障
ほしょう

し得
う

る居 住
きょじゅう

の場
ば

と

支援
しえん

体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

であり，切 望
せつぼう

する次第
しだい

であります。 

 

以 上
いじょう

 


